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棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

発
足
20
周
年

棚
田
に
吹
く
風
100
号

　
今
号
は
発
足
20
周
年
＆
会
報
「
棚
田
に
吹
く
風
」
1
0
0

号
記
念
特
集
と
し
て
、
懐
か
し
い
写
真
や
活
動
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
を
ま
と
め
た
年
譜
と
と
も
に
、
代
表
中
島
峰
広
が
棚
田

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
20
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
初

期
か
ら
の
会
員
、
初
め
て
の
現
地
活
動
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
そ
し
て
今
年
3
月
ま
で
事
務
局
で
活
躍
し
た
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
20
周
年

棚
田
に
吹
く
風

100
号
に
寄
せ
て棚

田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

中
島 

峰
広

　

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
棚
田
ネ
ッ
ト
）
の
前
身
、
棚
田
支
援
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
誕
生
し
た
の
は
、
高
知
県
檮
原
町
で
第
一
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た

1
9
9
5
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
12
月
に
、
関
東
周
辺
に
在
住
す
る
棚
田
連
絡

協
議
会
の
個
人
会
員
な
ど
が
集
ま
り
棚
田
ネ
ッ
ト
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

　

発
足
当
初
は
事
務
所
も
な
く
、
喫
茶
店
な
ど
で
会
合
が
開
か
れ
、
活
動
内
容
の
模
索

が
続
く
な
か
で
、
1
9
9
6
年
4
月
に
機
関
誌
『
棚
田
に
吹
く
風
』
が
発
行
さ
れ
、
活

動
の
二
本
柱
と
し
て
棚
田
の
啓
蒙
と
棚
田
支
援
を
体
現
す
る
現
地
活
動
へ
の
参
加
が
掲

げ
ら
れ
た
。
し
か
し
後
者
の
活
動
は
難
航
。
Ｉ
タ
ー
ン
で
長
野
県
八
坂
村
に
住
ん
で
い

た
会
員
の
田
ん
ぼ
を
借
り
て
、
1
9
9
7
年
に
よ
う
や
く
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

1：初めての田植え体験（1996年、新潟県松之山町）／ 2：坂折棚田を初訪問（1996年、岐阜県恵那市）
3：米づくり通年体験・復田（1997年、長野県八坂村）／ 4：「都会は田舎の応援団」集会(1998年、豊島区勤労福祉会館)

2

1

24

3



　

1
9
9
8
～
2
0
0
1
年
は
棚
田
ネ
ッ
ト
の
組
織
・
体
制
が
整
備
さ
れ
、
と
く
に
啓

蒙
活
動
で
飛
躍
が
み
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
ま
ず
、
会
の
規
約
が
作
ら
れ
、
私
が
代
表
、

高
野
光
世
さ
ん
が
専
従
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
、
新
宿
区
牛
込
柳
町
の
居
酒
屋
・
新
浪
漫
亭

の
二
階
に
事
務
所
が
設
け
ら
れ
た
。
現
地
活
動
は
八
坂
村
の
ほ
か
、
新
た
に
鴨
川
市
が

加
わ
っ
た
。
鴨
川
の
大
山
千
枚
田
保
存
会
は
、
棚
田
ネ
ッ
ト
が
復
田
や
稲
作
体
験
を
行

う
2
年
間
の
活
動
を
受
け
入
れ
、
都
市
住
民
と
の
接
し
方
を
学
び
、
2
0
0
0
年
に
棚

田
オ
ー
ナ
ー
制
を
立
ち
上
げ
、
2
0
0
2
年
に
は
棚
田
ネ
ッ
ト
の
協
力
に
よ
り
第
8
回

全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
実
現
さ
せ
た
。
現
在
で
は
全
国
で
最
も
先
進
的
な
保
存

活
動
を
行
う
団
体
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
棚
田
の
啓
蒙
活
動
は
環
境
事
業
団
の
地
球
環
境
基
金
か
ら
助
成
金
を
え
て
、

表
参
道
新
潟
館
・
ネ
ス
パ
ス
を
会
場
に
し
て
都
市
住
民
を
対
象
に
し
た
棚
田
の
連
続
講

座
「
棚
田
の
学
校
」
を
3
期
3
年
間
、
27
人
の
講
師
を
招
き
開
催
し
た
。
講
師
は
東
大

名
誉
教
授
石
井
進
さ
ん
、
東
京
農
工
大
教
授
千
賀
裕
太
郎
さ
ん
、
宇
都
宮
大
学
教
授
水

谷
正
一
さ
ん
、
農
と
自
然
の
研
究
所
宇
根
豊
さ
ん
な
ど
各
分
野
の
第
一
人
者
と
い
え
る

人
た
ち
。
こ
れ
に
よ
り
棚
田
の
認
知
度
は
高
ま
り
、
棚
田
ネ
ッ
ト
の
会
員
は
倍
増
し
た
。

　

こ
の
間
、
社
会
に
お
い
て
も
棚
田
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
り
、
農
水
省
は
1
9
9
7

年
に
私
も
委
員
の
一
人
と
な
っ
た
棚
田
保
全
検
討
調
査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
委
員

会
は
、
棚
田
に
つ
い
て
①
生
産
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
た
施
策
の
実
施
、
②
貴
重
な
歴

史
文
化
資
源
と
し
て
の
保
護
、
③
都
市
と
の
交
流
を
ベ
ー
ス
と
し
た
保
全
の
支
援
体
制

づ
く
り
な
ど
三
本
の
矢
と
も
い
え
る
具
体
的
な
施
策
の
指
針
を
示
し
た
。

　

第
一
の
矢
は
農
水
省
が
1
9
9
8
年
か
ら
小
規
模
の
圃
場
整
備
を
行
う
棚
田
地
域
等

緊
急
保
全
対
策
事
業
と
棚
田
地
域
水
と
土
保
全
基
金
を
設
け
、
都
市
住
民
に
棚
田
の
魅

力
を
訴
え
る
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
、
そ
の
延
長
と
し
て
2
0
0
0
年
度
か
ら
棚
田
の
耕

作
放
棄
に
歯
止
め
を
か
け
た
と
い
わ
れ
る
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
実
現
さ
せ

5：米づくり通年体験・稲刈り（1997年、八坂村) ／ 6：松代で夏合宿（1997年、新潟県松代町）
7：初めて大山千枚田へ（1998年、千葉県鴨川市）／ 8：連続講座「棚田」第1回（1999年、原宿・新潟館ネスパス）
9：スコップで人力復田（1999年、鴨川市）／ 10：第1回会員総会（2000年、新・浪漫亭２階）

1：初めての田植え体験（1996年、新潟県松之山町）／ 2：坂折棚田を初訪問（1996年、岐阜県恵那市）
3：米づくり通年体験・復田（1997年、長野県八坂村）／ 4：「都会は田舎の応援団」集会(1998年、豊島区勤労福祉会館)
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た
。
第
二
の
矢
は
文
部
科
学
省
が
2
0
0
5
年
に
棚
田
の
保
全
を
主
た
る
目
的
と
し
て

新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化
財
、
文
化
的
景
観
を
創
設
し
た
。
第
三
の
矢
は
1
9
9
9
年

農
水
省
が
全
国
の
棚
田
1
3
4
か
所
を
棚
田
百
選
に
認
定
し
た
こ
と
、
同
年
に
棚
田
の

保
全
を
標
榜
す
る
棚
田
学
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ

り
、
社
会
に
お
け
る
棚
田
の
認
知
度
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

　

2
0
0
2
～
2
0
0
7
年
、
棚
田
ネ
ッ
ト
は
組
織
や
事
務
体
制
で
は
進
歩
が
み
ら
れ

た
が
、
二
本
柱
の
い
ず
れ
を
重
視
す
る
か
揺
れ
動
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
2
0
0
2
年

に
棚
田
支
援
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
正
式
に
名
称
を
変
更
し
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
N
P
O
法
人
）
と
し
て
脱
皮
、
2
0
0
4
年
に
は
新
宿
区
西

新
宿
の
高
層
ビ
ル
街
近
く
に
現
在
の
事
務
所
を
開
設
し
た
。
こ
れ
が
呼
び
水
に
な
り
、

2
0
0
5
年
に
I
T
技
術
に
長
け
た
高
桑
智
雄
さ
ん
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
、
こ
れ

を
機
に
し
て
棚
田
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
一
新
さ
れ
、
情
報
発
信
力
は
一
段
と
強

化
さ
れ
た
。

　

活
動
の
う
ち
、啓
蒙
活
動
は
自
前
の
「
棚
田
の
学
校
」
が
新
浪
漫
亭
や
青
山
の
環
境
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
会
議
室
な
ど
を
会
場
に
し
て
4
年
間
継
続
さ
れ
た
。
し
か
し
、

棚
田
ネ
ッ
ト
の
使
命
は
棚
田
地
域
の
支
援
に
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
現
地
活
動
が
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、2
0
0
3
年
イ
オ
ン
財
団
の
助
成
金
に
よ
り
「
棚
田
協
力
隊
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
、
新
潟
県
ト
キ
基
金
の
助
成
を
得
て
ト
キ
の
自
然
放
鳥
の
た
め
の
え
さ
場
と
な

る
ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ
く
る
「
佐
渡
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
前
者
は
新
潟
県

松
之
山
町
の
棚
田
を
活
動
の
場
と
し
て
猫
の
手
（
現
地
で
活
動
で
き
る
人
）
と
ス
ポ
ン
サ
ー

（
資
金
を
提
供
す
る
人
）
を
募
り
、
保
全
作
業
に
従
事
す
る
と
い
う
も
の
。
後
者
は
毎
年

7
月
に
実
施
、
佐
渡
市
月
布
施
の
放
棄
田
を
エ
サ
場
に
す
る
作
業
で
あ
っ
た
。

　

2
0
0
8
年
以
降
、
棚
田
ネ
ッ
ト
は
「
つ
な
げ
る
」、「
交
わ
る
」、「
伝
え
る
」、「
記

録
す
る
」、「
調
べ
る
」、「
手
伝
う
」
と
い
う
行
動
指
針
に
従
い
、
全
国
の
棚
田
保
全
組

1：トキの餌場ビオトープ復田（2003年、新潟県両津市）／ 2：エコプロダクツ展に出展（2005年、東京ビッグサイト）
3：アストラゼネカ社のＣＳＲ活動・高齢化する村を応援するプロジェクト（2006年、兵庫県・岩座神の棚田）

4・5：第1回棚田フェスティバル（2006年、㈱大塚商会 社員食堂）／ 6：第2回棚田フェスティバル（2007年、㈱ライスアイランドのイベントスペース）
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織
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
流
れ
を
導

い
た
の
が
2
0
0
8
年
に
三
井
物
産
環
境
基
金
の
助
成
金
を
え
て
3
か
年
に
わ
た
り
全

国
30
か
所
の
棚
田
地
域
の
調
査
を
行
っ
た
事
業
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
保
存
会
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
基
盤
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
を
活
用
し
て
木
戸
幸
子
理
事
に
よ
り
法
人

会
員
成
川
米
穀
店
を
通
じ
保
存
会
が
作
る
棚
田
米
の
販
売
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
事
業
が
企
業
の
C
S
R
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
棚
田

ネ
ッ
ト
が
サ
ポ
ー
ト
し
外
資
系
製
薬
会
社
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
が
5
年
間
、
全
従
業
員

3
0
0
0
人
を
全
国
61
か
所
の
過
疎
・
高
齢
化
し
た
中
山
間
地
に
派
遣
し
た
C
S
R
活

動
は
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
現
在
も
新
生
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
と
良
品
計
画
の

2
つ
の
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
現
地
活
動
は
資

金
的
な
問
題
か
ら
大
胆
な
整
理
を
行
い
、現
在
実
施
し
て
い
る
の
は「
佐
渡
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
ほ
か
静
岡
県
松
崎
町
石
部
と
杉
山
行
男
理
事
が
担
当
す
る
鴨
川
市
川
代
で
の
棚
田
作

業
体
験
、
相
田
明
理
事
担
当
の
恵
那
市
坂
折
で
の
ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
な
ど
に
限
ら
れ
て

い
る
。

　

事
務
体
制
は
シ
ニ
ア
と
若
手
の
2
人
が
入
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
た

こ
と
で
革
新
的
な
進
歩
が
み
ら
れ
た
。
シ
ニ
ア
の
上
久
保
郁
夫
さ
ん
は
法
人
事
務
と

会
計
を
担
当
、
I
T
技
術
を
駆
使
し
高
野
さ
ん
の
個
人
商
店
的
会
計
を
外
部
監
査
に
も

耐
え
う
る
法
人
会
計
に
一
新
さ
せ
た
。
若
手
の
久
野
大
輔
さ
ん
は
現
役
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
、
機
関
誌
『
棚
田
に
吹
く
風
』
の
編
集
に
参
画
、
第
70
号

（
2
0
1
0
年
5
月
号
）
か
ら
A
4
版
を
B
5
版
に
し
、
商
業
誌
並
み
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な

誌
面
に
変
貌
さ
せ
た
。

　

最
近
の
取
り
組
み
と
し
て
は
2
0
1
3
年
の
第
19
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
分

科
会
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
「
保
存
会
意
見
交
換
会
」
や
、

2
0
1
4
年
か
ら
年
末
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
実
施
さ
れ
る
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
へ

の
保
存
会
の
共
同
出
展
（
高
山
承
之
理
事
担
当
）
な
ど
を
主
導
し
、
棚
田
ネ
ッ
ト
が
使

命
と
す
る
保
存
会
と
の
絆
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

7：環境ボランティア見本市（2009年、国連大学広場）／ 8：茂木プロジェクト・田植え（2010年、栃木県茂木町）
9：棚田ビオトーププロジェクト・田植え（2009年６月、岐阜県恵那市）／ 10：心のふるさと「棚田・里山」展（2010年、池袋・西武百貨店）
11：石部棚田で復田にチャレンジ（2012年、静岡県松崎町）／ 12：エコプロダクツ展に共同出展（2014年、東京ビッグサイト）
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1
9
9
5
年
 12

月
 

前
身
の
棚
田
支
援
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
動
開
始

1
9
9
6
年
 ４

月
 

会
報
『
棚
田
に
吹
く
風
』
第
１
号
発
行

 

５
月
 

「
棚
田
ツ
ア
ー 

in 

松
之
山
」
を
開
催

1
9
9
7
年
 ４

月
 

長
野
県
「
八
坂
村
田
ん
ぼ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト

 

８
月
 

「
棚
田
・
夏
期
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
松
代
）」
を
開
催

1
9
9
8
年
 ４

月
 

千
葉
県
「
鴨
川
コ
ー
ス
」
が
ス
タ
ー
ト

 

 

新
潟
県
「
松
之
山
コ
ー
ス
」
が
ス
タ
ー
ト

1
9
9
9
年
 ４

月
 

事
務
所
を
新
宿
区
市
谷
柳
町
「
新
・
浪
漫
亭
」
２
階
に
開
設

 

５
月
 

「
連
続
講
座
・
棚
田
」
を
開
催

2
0
0
0
年
 １

月
 

第
１
回
総
会
を
開
催

 

５
月
 

第
２
期
「
連
続
講
座
・
棚
田
」
を
開
催

2
0
0
1
年
 ４

月
 

「
ア
ー
ス
デ
イ
2
0
0
1
」
に
出
展

 

 

「
棚
田
の
学
校
」（
第
３
期
棚
田
講
座
）
を
開
催
﹇ 
〜
2
0
0
6 

﹈

 

６
月
 

「
鴨
川
サ
ミ
ッ
ト
の
企
画
を
勝
手
に
考
え
る
会
」（
鴨
川
サ
ミ
ッ
ト
勝
手
連
）
が
ス
タ
ー
ト

2
0
0
2
年
 ２

月
 

名
称
を
「
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
変
更

 

８
月
 

東
京
都
よ
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
証
を
受
け
る

 

 

第
８
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
（
千
葉
県
鴨
川
市
）
に
参
加

2
0
0
3
年
 ７

月
 

「
佐
渡
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
ト
キ
餌
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
）
を
実
施
﹇ 

〜
2
0
1
4 
﹈

 

12
月
 

第
５
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
に
初
め
て
出
展

2
0
0
4
年
 10

月
 

事
務
所
を
新
宿
区
西
新
宿
に
移
転

2
0
0
5
年
 ５

月
 

「
愛
・
地
球
博
（
愛
知
万
博
）」
に
出
展

 

６
月
 

栃
木
県
「
茂
木
と
ん
ぼ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト

 

10
月
 

会
報
の
カ
ラ
ー
印
刷
を
開
始

 

12
月
 

第
７
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
に
出
展
﹇ 

〜
2
0
1
1
ま
で
主
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
コ
ー
ナ
ー
で
単
独
出
展 

﹈

2
0
0
6
年
 11

月
 

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
「
高
齢
化
す
る
村
を
応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
協
力
﹇ 

〜
2
0
1
0 

﹈

 

 

第
１
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
飯
田
橋
）
を
開
催

2
0
0
7
年
 ４

月
 

「
棚
田
ビ
オ
ト
ー
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
岐
阜
恵
那
」
が
ス
タ
ー
ト

 

11
月
 

第
２
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
有
楽
町
）
を
開
催

2
0
0
8
年
 ３

月
 

第
一
回
「
か
え
る
の
卵
を
探
そ
う
！
」（
恵
那
・
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
調
査
）

 

４
月
 

丸
の
内
さ
え
ず
り
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
と
ト
ー
ク
企
画

 

 

　「
棚
田
〜
知
ろ
う
、
食
べ
よ
う
、
行
っ
て
み
よ
う
！
」
を
開
催

 

 

調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
。
全
国
30
カ
所
の
棚
田
地
域
を
訪
問
し

 

 

　
聞
き
取
り
調
査
﹇ 

〜
2
0
1
1 

﹈

 

11
月
 

第
３
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
恵
比
寿
）
を
開
催

2
0
0
9
年
 ５

月
 

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
験
田
（
茂
木
町
）
の
米
づ
く
り
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
始

 

６
月
 

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
見
本
市
に
出
展

 

10
月
 

「
棚
田
応
援
米
マ
ー
ク
」
を
発
表

 

11
月
 

第
４
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
青
山
）
を
開
催

2
0
1
0
年
 ５

月
 

会
報
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、Ｂ
５
版
フ
ル
カ
ラ
ー
印
刷
に
な
る

 

８
月
 

西
武
百
貨
店
「
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
　
棚
田
・
里
山
展
」
を
開
催

 

11
月
 

第
５
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
青
山
・
国
連
大
学
）
を
開
催

 

11
月
 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
賞
を
受
賞

2
0
1
1
年
 ４

月
 

丸
の
内
さ
え
ず
り
館
企
画
展
示
「
棚
田
は
守
る
べ
き
な
の
か
？
」
を
開
催

 

６
月
 

調
査
報
告
書
が
完
成

 

11
月
 

第
６
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
水
道
橋
）
を
開
催

2
0
1
2
年
 ３

月
 

石
部
・
昔
な
が
ら
の
お
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
。
第
１
回
・
復
田
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
松
崎
）

 

５
月
 

ア
ー
ス
デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店

 

11
月
 

「
旧
暦
棚
田
ご
よ
み
」
発
売
﹇ 

〜
現
在 

﹈

 

12
月
 

第
14
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
に
棚
田
関
連
６
団
体
で
共
同
出
展
﹇ 

〜
2
0
1
3 

﹈

2
0
1
3
年
 ２

月
 

新
宿
区
「
ま
ち
の
先
生
見
本
市
」
に
参
加
﹇ 

〜
現
在 

﹈

 

３
月
 

事
務
局
長
訪
欧
（
国
際
交
流
基
金
・
日
本
ス
ペ
イ
ン
交
流
四
百
周
年
記
念
企
画
の
一つ
）

 

10
月
 

棚
田
百
貨
堂
（
オ
ー
ナ
ー
制
度
実
施
地
区
紹
介
サ
イ
ト
）
を
オ
ー
プ
ン

2
0
1
4
年
 ５

月
 

日
立
製
作
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
茂
木
の
田
ん
ぼ
・
里
山
で
実
施
﹇ 

5
月
・
9
月
に
開
催 

﹈

 

12
月
 

第
16
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
に
棚
田
関
連
14
団
体
で
共
同
出
展

2
0
1
5
年
 ５

月
 

棚
田
体
験
川
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

 

12
月
 

第
17
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
に
棚
田
関
連
14
団
体
で
「
日
本
の
棚
田
共
同
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
開
設

1
9
9
2
年
  

檮
原
町
で
初
め
て
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

 

 

が
始
ま
る

1
9
9
4
年
 ３

月
 

三
重
県
紀
和
町
が

 

 

「
丸
山
千
枚
田
条
例
」を
制
定

 

５
月
 

ジ
ョ
ニ
ー
･
ハ
イ
マ
ス
写
真
集

 

 

『
た
ん
ぼ
』出
版（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）

1
9
9
5
年
 ６

月 

 

田
ん
ぼ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

 

 

（
新
潟
県
松
之
山
町
）

 

８
月
 

中
島
峰
広
氏
が
全
国
棚
田
分
布
地
図
を

 

 

発
表（
国
際
地
理
学
会
つ
く
ば
大
会
）

 

９
月
 

全
国
棚
田（
千
枚
田
）連
絡
協
議
会
が

 

 

発
足
、第
１
回
全
国
棚
田（
千
枚
田
）

 

 

サ
ミ
ッ
ト
開
催（
高
知
県
檮
原
町
）

 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
棚
田
が
世
界
遺
産
に

1
9
9
8
年
  

農
水
省
の「
棚
田
地
域
等
緊
急
保
全

 

 

対
策
事
業
」「
棚
田
地
域
水
と
土
保
全

 

 

基
金
事
業
」が
始
ま
る

1
9
9
9
年
 ５

月
 

千
曲
市
の
姨
捨
棚
田
が
国
の
名
勝
に

 

 

指
定
さ
れ
る

1
9
9
9
年
 ７

月
 

農
水
省
が「
日
本
の
棚
田
百
選
」を
選
定

 

 

（
全
国
1
1
7
※ 

市
町
村
1
3
4
カ
所
） 

※
当
時

 

８
月
 

棚
田
学
会
が
発
足

2
0
0
0
年
  

農
水
省
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

 

 

制
度
が
始
ま
る

2
0
0
1
年
 １

月
 

輪
島
市
の
白
米
千
枚
田
が
国
の
名
勝
に

 

 

指
定
さ
れ
る

2
0
0
2
年
  

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
取
り
組
み
地
域

 

 

が
全
国
で
50
カ
所
を
超
え
る

2
0
0
3
年
 10

月
 

大
山
千
枚
田
保
存
会
が
棚
田
保
存
会
と

 

 

し
て
初
め
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る

2
0
0
5
年
  

直
接
支
払
制
度
２
期
目
始
ま
る

2
0
0
8
年
 ７

月
 

蕨
野
の
棚
田
と
白
糸
台
地
の
棚
田
が

 

 

重
要
文
化
的
景
観
に
指
定
さ
れ
る

2
0
1
0
年
  

直
接
支
払
制
度
３
期
目
始
ま
る

2
0
1
1
年
 ６

月
 

能
登
と
佐
渡
の
棚
田
を
含
む
里
山
地
域

 

 

が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る

2
0
1
2
年
  

バ
リ
島
の
棚
田
が
世
界
遺
産
に
登
録

2
0
1
3
年
 ６

月
 

中
国
・
元
陽
県
な
ど
の
棚
田
が

 

 

世
界
遺
産
に
登
録

2
0
1
5
年
  

直
接
支
払
制
度
４
期
目
始
ま
る
。

 

 

（
10
分
の
1
の
超
急
斜
地
加
算
を
新
設
）

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
棚
田
保
全 

二
十
年
の
あ
ゆ
み

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
ゆ
み

棚
田
関
連
の
う
ご
き

棚田応援米マーク

会報リニューアル
（B5版 フルカラー）

『旧暦棚田ごよみ』発売 新・浪漫亭

『棚田に吹く風』
第1号

6



1
9
9
5
年
 12

月
 

前
身
の
棚
田
支
援
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
動
開
始

1
9
9
6
年
 ４

月
 

会
報
『
棚
田
に
吹
く
風
』
第
１
号
発
行

 

５
月
 

「
棚
田
ツ
ア
ー 

in 

松
之
山
」
を
開
催

1
9
9
7
年
 ４

月
 

長
野
県
「
八
坂
村
田
ん
ぼ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト

 

８
月
 

「
棚
田
・
夏
期
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
松
代
）」
を
開
催

1
9
9
8
年
 ４

月
 

千
葉
県
「
鴨
川
コ
ー
ス
」
が
ス
タ
ー
ト

 

 

新
潟
県
「
松
之
山
コ
ー
ス
」
が
ス
タ
ー
ト

1
9
9
9
年
 ４

月
 

事
務
所
を
新
宿
区
市
谷
柳
町
「
新
・
浪
漫
亭
」
２
階
に
開
設

 

５
月
 

「
連
続
講
座
・
棚
田
」
を
開
催

2
0
0
0
年
 １

月
 

第
１
回
総
会
を
開
催

 

５
月
 

第
２
期
「
連
続
講
座
・
棚
田
」
を
開
催

2
0
0
1
年
 ４

月
 

「
ア
ー
ス
デ
イ
2
0
0
1
」
に
出
展

 

 

「
棚
田
の
学
校
」（
第
３
期
棚
田
講
座
）
を
開
催
﹇ 

〜
2
0
0
6 

﹈

 

６
月
 

「
鴨
川
サ
ミ
ッ
ト
の
企
画
を
勝
手
に
考
え
る
会
」（
鴨
川
サ
ミ
ッ
ト
勝
手
連
）
が
ス
タ
ー
ト

2
0
0
2
年
 ２

月
 

名
称
を
「
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
変
更

 

８
月
 

東
京
都
よ
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
証
を
受
け
る

 

 

第
８
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
（
千
葉
県
鴨
川
市
）
に
参
加

2
0
0
3
年
 ７

月
 

「
佐
渡
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
ト
キ
餌
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
）
を
実
施
﹇ 

〜
2
0
1
4 

﹈

 

12
月
 

第
５
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
に
初
め
て
出
展

2
0
0
4
年
 10

月
 

事
務
所
を
新
宿
区
西
新
宿
に
移
転

2
0
0
5
年
 ５

月
 

「
愛
・
地
球
博
（
愛
知
万
博
）」
に
出
展

 

６
月
 

栃
木
県
「
茂
木
と
ん
ぼ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト

 

10
月
 

会
報
の
カ
ラ
ー
印
刷
を
開
始

 

12
月
 

第
７
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
に
出
展
﹇ 

〜
2
0
1
1
ま
で
主
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
コ
ー
ナ
ー
で
単
独
出
展 

﹈

2
0
0
6
年
 11

月
 

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
「
高
齢
化
す
る
村
を
応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
協
力
﹇ 

〜
2
0
1
0 

﹈

 

 

第
１
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
飯
田
橋
）
を
開
催

2
0
0
7
年
 ４

月
 

「
棚
田
ビ
オ
ト
ー
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
岐
阜
恵
那
」
が
ス
タ
ー
ト

 

11
月
 

第
２
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
有
楽
町
）
を
開
催

2
0
0
8
年
 ３

月
 

第
一
回
「
か
え
る
の
卵
を
探
そ
う
！
」（
恵
那
・
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
調
査
）

 

４
月
 

丸
の
内
さ
え
ず
り
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
と
ト
ー
ク
企
画

 

 

　「
棚
田
〜
知
ろ
う
、
食
べ
よ
う
、
行
っ
て
み
よ
う
！
」
を
開
催

 

 

調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
。
全
国
30
カ
所
の
棚
田
地
域
を
訪
問
し

 

 

　
聞
き
取
り
調
査
﹇ 

〜
2
0
1
1 

﹈

 

11
月
 

第
３
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
恵
比
寿
）
を
開
催

2
0
0
9
年
 ５

月
 

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
験
田
（
茂
木
町
）
の
米
づ
く
り
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
始

 

６
月
 

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
見
本
市
に
出
展

 

10
月
 

「
棚
田
応
援
米
マ
ー
ク
」
を
発
表

 

11
月
 

第
４
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
青
山
）
を
開
催

2
0
1
0
年
 ５

月
 

会
報
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、Ｂ
５
版
フ
ル
カ
ラ
ー
印
刷
に
な
る

 

８
月
 

西
武
百
貨
店
「
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
　
棚
田
・
里
山
展
」
を
開
催

 

11
月
 

第
５
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
青
山
・
国
連
大
学
）
を
開
催

 

11
月
 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
賞
を
受
賞

2
0
1
1
年
 ４

月
 

丸
の
内
さ
え
ず
り
館
企
画
展
示
「
棚
田
は
守
る
べ
き
な
の
か
？
」
を
開
催

 

６
月
 

調
査
報
告
書
が
完
成

 

11
月
 

第
６
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
水
道
橋
）
を
開
催

2
0
1
2
年
 ３

月
 

石
部
・
昔
な
が
ら
の
お
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
。
第
１
回
・
復
田
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
松
崎
）

 

５
月
 

ア
ー
ス
デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店

 

11
月
 

「
旧
暦
棚
田
ご
よ
み
」
発
売
﹇ 

〜
現
在 

﹈

 

12
月
 

第
14
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
に
棚
田
関
連
６
団
体
で
共
同
出
展
﹇ 

〜
2
0
1
3 

﹈

2
0
1
3
年
 ２

月
 

新
宿
区
「
ま
ち
の
先
生
見
本
市
」
に
参
加
﹇ 

〜
現
在 

﹈

 

３
月
 

事
務
局
長
訪
欧
（
国
際
交
流
基
金
・
日
本
ス
ペ
イ
ン
交
流
四
百
周
年
記
念
企
画
の
一つ
）

 

10
月
 

棚
田
百
貨
堂
（
オ
ー
ナ
ー
制
度
実
施
地
区
紹
介
サ
イ
ト
）
を
オ
ー
プ
ン

2
0
1
4
年
 ５

月
 

日
立
製
作
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
茂
木
の
田
ん
ぼ
・
里
山
で
実
施
﹇ 

5
月
・
9
月
に
開
催 

﹈

 

12
月
 

第
16
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
に
棚
田
関
連
14
団
体
で
共
同
出
展

2
0
1
5
年
 ５

月
 

棚
田
体
験
川
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

 

12
月
 

第
17
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
に
棚
田
関
連
14
団
体
で
「
日
本
の
棚
田
共
同
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
開
設

1
9
9
2
年
  

檮
原
町
で
初
め
て
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度

 

 

が
始
ま
る

1
9
9
4
年
 ３

月
 

三
重
県
紀
和
町
が

 

 

「
丸
山
千
枚
田
条
例
」を
制
定

 

５
月
 

ジ
ョ
ニ
ー
･
ハ
イ
マ
ス
写
真
集

 

 

『
た
ん
ぼ
』出
版（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）

1
9
9
5
年
 ６

月 

 

田
ん
ぼ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

 

 

（
新
潟
県
松
之
山
町
）

 

８
月
 

中
島
峰
広
氏
が
全
国
棚
田
分
布
地
図
を

 

 

発
表（
国
際
地
理
学
会
つ
く
ば
大
会
）

 

９
月
 

全
国
棚
田（
千
枚
田
）連
絡
協
議
会
が

 

 

発
足
、第
１
回
全
国
棚
田（
千
枚
田
）

 

 

サ
ミ
ッ
ト
開
催（
高
知
県
檮
原
町
）

 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
棚
田
が
世
界
遺
産
に

1
9
9
8
年
  

農
水
省
の「
棚
田
地
域
等
緊
急
保
全

 

 

対
策
事
業
」「
棚
田
地
域
水
と
土
保
全

 

 

基
金
事
業
」が
始
ま
る

1
9
9
9
年
 ５

月
 

千
曲
市
の
姨
捨
棚
田
が
国
の
名
勝
に

 

 

指
定
さ
れ
る

1
9
9
9
年
 ７

月
 

農
水
省
が「
日
本
の
棚
田
百
選
」を
選
定

 

 

（
全
国
1
1
7
※ 

市
町
村
1
3
4
カ
所
） 

※
当
時

 

８
月
 

棚
田
学
会
が
発
足

2
0
0
0
年
  

農
水
省
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

 

 

制
度
が
始
ま
る

2
0
0
1
年
 １

月
 

輪
島
市
の
白
米
千
枚
田
が
国
の
名
勝
に

 

 

指
定
さ
れ
る

2
0
0
2
年
  

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
取
り
組
み
地
域

 

 

が
全
国
で
50
カ
所
を
超
え
る

2
0
0
3
年
 10

月
 

大
山
千
枚
田
保
存
会
が
棚
田
保
存
会
と

 

 

し
て
初
め
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る

2
0
0
5
年
  

直
接
支
払
制
度
２
期
目
始
ま
る

2
0
0
8
年
 ７

月
 

蕨
野
の
棚
田
と
白
糸
台
地
の
棚
田
が

 

 

重
要
文
化
的
景
観
に
指
定
さ
れ
る

2
0
1
0
年
  

直
接
支
払
制
度
３
期
目
始
ま
る

2
0
1
1
年
 ６

月
 

能
登
と
佐
渡
の
棚
田
を
含
む
里
山
地
域

 

 

が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る

2
0
1
2
年
  

バ
リ
島
の
棚
田
が
世
界
遺
産
に
登
録

2
0
1
3
年
 ６

月
 

中
国
・
元
陽
県
な
ど
の
棚
田
が

 

 

世
界
遺
産
に
登
録

2
0
1
5
年
  

直
接
支
払
制
度
４
期
目
始
ま
る
。

 

 

（
10
分
の
1
の
超
急
斜
地
加
算
を
新
設
）

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
棚
田
保
全 

二
十
年
の
あ
ゆ
み

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
ゆ
み

棚
田
関
連
の
う
ご
き

棚田応援米マーク

会報リニューアル
（B5版 フルカラー）

『旧暦棚田ごよみ』発売 新・浪漫亭

『棚田に吹く風』
第1号
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「
棚
田
と
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」

変
わ
ら
な
い
こ
と
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

福
岡
県
み
や
こ
町

竹
内 

寿
一 

さ
ん

　

日
本
テ
レ
ビ
の
笑
点
50
周
年
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
答
え
た
、
落
語
家　

桂
歌
丸
師
匠

の
言
葉
で
す
。
確
か
に
笑
点
は
変
わ
っ
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
ね
。

　

棚
田
ネ
ッ
ト
と
の
お
つ
き
あ
い
も
20
年
近

く
に
な
る
の
で
す
ね
。
第
6
回
福
岡
県
で
の
棚

田
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て
か
ら
16
年
も
経
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

平
成
3
年
に
福
岡
県
東
部
の
実
家
に
戻
っ

て
25
年
。
あ
た
り
の
風
景
は
変
わ
ら
な
い
。

圃
場
整
備
が
済
ん
だ
ば
か
り
で
、
区
画
整
理

さ
れ
整
然
と
し
た
広
い
田
ん
ぼ
が
拡
が
っ
て

い
る
。
自
宅
近
く
の
休
耕
田
を
利
用
し
た
家

庭
菜
園
も
、
作
る
品
目
は
変
わ
っ
て
き
て
い

る
も
の
の
変
わ
ら
な
い
。
し
い
て
あ
げ
れ
ば
、

山
の
木
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
か
。

　

で
も
、
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
て
、
変

わ
っ
て
き
た
も
の
も
あ
る
。
我
が
家
も
機
械

が
故
障
し
た
こ
と
か
ら
自
力
で
の
米
作
り
を

や
め
、
近
所
の
農
家
に
耕
作
を
依
頼
し
て
10

年
く
ら
い
経
つ
。
高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、

田
ん
ぼ
を
作
る
人
が
減
り
、
数
名
の
耕
作
者

に
集
約
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
伴
い
機
械
も

大
型
化
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
シ
カ
が
極
端
に
増
え
た
た
め
、
獣
害

対
策
の
柵
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
。
一
方
で
、
耕
作
放
棄
地
は
、
少
し
ず
つ
増

え
、
杉
や
檜
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
ゆ
っ
く
り

し
た
変
化
は
、
目
に
見
え
に
く
い
も
の
だ
。

　

実
家
に
帰
っ
て
き
て
数
年
後
、
近
く
の
友

人
が
遊
び
に
来
て
「
こ
こ
の
風
景
が
好
き
」

だ
と
言
っ
た
。
訊
く
と
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず

き
れ
い
に
草
刈
り
さ
れ
た
畦
が
ず
っ
と
続
く

景
色
は
、
最
近
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と

い
う
。
小
規
模
の
農
家
が
、
自
己
所
有
の
田

ん
ぼ
を
丁
寧
に
管
理
す
る
か
ら
美
し
い
風
景

と
な
っ
て
い
る
。
数
名
の
耕
作
者
だ
け
で
は
、

草
刈
り
ま
で
手
が
回
ら
な
い
。
営
農
組
合
も

同
様
。
そ
こ
で
、
わ
が
地
区
で
は
、
一
昨
年

か
ら
多
面
的
機
能
交
付
金
に
取
り
組
み
、
非

農
家
を
含
む
住
民
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
美

し
い
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
守
る
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　

水
路
掃
除
や
道
路
の
草
刈
り
を
み
ん
な
で

や
り
、
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
い
う
機
運
を
醸

成
し
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
作
業
に
で
て
く

る
の
は
、
高
齢
者
ば
か
り
。
跡
取
り
の
世
代
が

家
に
居
な
い
世
帯
が
ほ
と
ん
ど
な
の
だ
。

　
「
変
わ
ら
な
い
た
め
に
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
」
を
目
指
し
て
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
ろ
う
。

　

私
は
と
い
う
と
酒
を
飲
ん
で
は
ホ
ラ
を
吹

い
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
田
ん
ぼ
の

集
約
化
を
進
め
、
農
業
会
社
を
設
立
し
て
経

営
者
の
公
募
を
や
ろ
う
と
か
、
地
域
出
身
の

子
ど
も
へ
の
奨
学
金
制
度
を
作
っ
て
帰
っ
て

き
た
ら
返
済
不
要
に
し
た
ら
若
者
が
戻
っ
て

く
る
の
で
は
。
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
真

剣
に
ム
ラ
の
仲
間
と
議
論
し
た
い
。

　

変
わ
ら
な
い
美
し
い
ム
ラ
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
自
分
た
ち
が
「
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
」。
ホ
ラ
が
い
つ
か
実
現
し
ま
す
よ
う
に
。

　

棚
田
ネ
ッ
ト
が
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
、
あ
り

続
け
ま
す
よ
う
に
。
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長
野
県
大
町
市
八
坂

香
山 
由
人 

さ
ん

棚
田
と
の
日
々

　

田
舎
に
暮
ら
す
か
ら
に
は
米
く
ら
い
は
自

給
し
た
い
。
そ
れ
が
最
初
の
発
想
で
、
た
ま

た
ま
山
の
中
の
村
だ
っ
た
の
で
田
ん
ぼ
は
棚

田
で
し
た
。

　

1
9
9
7
年
、「
八
坂
田
ん
ぼ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
称
し
て
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
も
大
勢

の
人
た
ち
が
参
加
し
て
、
半
分
イ
ベ
ン
ト
半

分
自
給
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
米
作
り
を
は

じ
め
、
そ
れ
か
ら
数
年
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
交
流
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
す
で
に
八
坂
で
は
休
耕
田
を
復

活
さ
せ
な
が
ら
、
自
給
の
た
め
の
米
づ
く
り

を
は
じ
め
て
い
る
人
た
ち
が
い
た
の
で
、
八

坂
村
独
自
の
棚
田
復
興
活
動
と
し
て
「
八
坂

の
棚
田
を
大
切
に
す
る
会
」
を
結
成
し
、
中

島
先
生
の
講
演
会
を
企
画
し
た
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
耕
作
の
様
子
を
発
信
を
し
た
り
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
が
本
業
（
林
業
）
で
独
立
創

業
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
田
植
え
や
稲
刈
り

な
ど
を
イ
ベ
ン
ト
的
に
一
般
に
呼
び
か
け
て

や
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
耕

作
イ
ベ
ン
ト
は
や
め
た
も
の
の
、
棚
田
と
い

う
舞
台
を
活
用
し
よ
う
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
企

画
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
棚
田
保
全
活
動
と
い
う
よ
り
は
、

各
人
の
自
給
の
た
め
の
耕
作
が
基
本
な
の
で
、

対
外
的
な
活
動
を
続
け
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
く
、
こ
こ
数
年
は
イ
ベ
ン
ト
的
な
事
は

や
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
春
の
水
路
整
備
、
猪
対
策
の
柵
の
設

置
、
一
部
悪
条
件
の
と
こ
ろ
の
耕
作
中
止
、

メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
わ
り
、
な
ど
い
ろ
い
ろ

と
変
化
は
あ
り
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
は
耕

作
者
も
耕
作
面
積
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま

す
。

　

田
ん
ぼ
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
、
む
ら
の

生
活
の
一
部
と
し
て
大
切
な
事
だ
と
多
く
の

人
が
思
っ
て
お
り
、
移
住
者
の
多
く
が
余
裕

が
あ
れ
ば
田
ん
ぼ
を
や
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
現
実
に
は
な
か
な
か
大
変
な
仕
事

で
す
。
高
齢
で
頑
張
っ
て
い
る
お
年
寄
り
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
、
今
後
は

営
農
組
合
な
ど
へ
の
委
託
も
増
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

八
坂
の
棚
田
は
美
し
い
し
、
そ
こ
で
の
農

作
業
と
て
も
楽
し
い
こ
と
な
の
で
、
こ
れ

を
自
分
た
ち
だ
け
の
も
の
に
し
て
お
く
の
は

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。

い
つ
か
ま
た
棚
田
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
声
を
か

け
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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棚
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河野 豊 こうの ゆたか

写真・文  河野 豊

　2010年ごろ迄は地元の人たちにもあまり知られてなく、ごく一部の写

真愛好家が知っている程度だった。 知る人が知るまさに「天空の隠れ

里」で道も狭く険しい道が続いている。

　2013年4月、第一回写真展「棚田に生きる」開催以降、地域内外の人

たちから知られるようになり、保存会発足、連絡所設立、収穫祭開催等広

く活動を展開している。

　標高500メートル、10数人の小さな集落（樫谷）に3年前（2014年）

都会に住む息子、娘さんに長男が誕生。 200枚近くの棚田が広がる

中、鯉のぼりが元気よく泳ぐ姿に勇気をもらう。

　棚田に携わっている方々は高齢化し「限界集落」という中で厳しい作

業が行われ、各地から急激に姿を消しつつある。 今、自分たちが手にし

ている宝を知り、維持する苦悩でなく「活かす希望」を考えれば、そこに

新たな道が開けるのではないだろうか・・・。

愛
媛
県
大
洲
市

樫
谷
の
棚
田

1947年　愛媛県西予市野村町生まれ。
2010年～2015年「棚田風景」「棚田に生きる」「棚田守り人」
をテーマにした写真展11回開催（愛媛県下にて）。愛媛県
下の棚田を中心に取材しながら保存活動及び活性化事業
に関わっている。
2010年『南伊予の地域遺産 棚田 ―写しだされた原風景
―』写真集出版

棚
田
は
私
の
心
の
支
え
で
す

大
阪
府
東
大
阪
市

三
島 

栞 

さ
ん

　

新
宿
生
ま
れ
新
宿
育
ち
の
22
歳
、
4
月
か

ら
社
会
人
に
な
り
ま
し
た
。
ご
縁
が
あ
り
、

大
学
2
年
生
か
ら
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務

局
で
お
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
部
屋
に

は
棚
田
カ
レ
ン
ダ
ー
が
4
つ
、
パ
ソ
コ
ン
に

は
＂
棚
田
フ
ォ
ル
ダ
＂、
好
き
な
本
は
棚
田
の

写
真
集
、
卒
業
研
究
は
棚
田
の
虫
⋮
。
ど
う

し
て
こ
こ
ま
で
棚
田
に
ハ
マ
っ
た
の
か
、『
棚

ガ
ー
ル
』
に
な
っ
た
そ
の
き
っ
か
け
を
、
棚

田
の
魅
力
と
共
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

は
じ
ま
り
は
高
校
生
。
上
空
か
ら
撮
ら
れ

た
棚
田
の
映
像
を
T
V
で
見
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
現
実
離
れ
し
た
そ
の
長
閑
な
空

間
は
と
て
も
神
秘
的
で
、
都
会
で
の
暮
ら
し

に
慣
れ
た
私
は
衝
撃
と
同
時
に
惹
き
こ
ま
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

趣
味
は
棚
田
。
案
の
定
、
周
囲
の
友
達
か

ら
は
不
思
議
ち
ゃ
ん
扱
い
。
し
か
し
、
今
で

は
小
学
校
の
同
級
生
か
ら
バ
イ
ト
先
の
人
ま

で
私
の
棚
田
好
き
は
浸
透
し
て
い
る
よ
う
で
、

棚
田
を
見
た
人
か
ら
連
絡
が
来
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　

棚
田
の
魅
力
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

と
く
に
棚
田
で
の
暮
ら
し
の
濃
さ
に
は
驚
き

ま
し
た
。
人
と
の
関
わ
り
が
密
で
、
そ
こ
に

は
支
え
合
い
の
文
化
、
人
間
的
な
豊
か
な
暮

ら
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
風
景
目
的
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
ま
た
来
た
の
か
い
」
と
地
元
の
人
に
言
わ
れ

る
の
が
嬉
し
く
な
り
、
同
じ
棚
田
へ
通
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
お
手
伝
い

と
い
う
名
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
⋮
。
里
山
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
生
活
に

触
れ
ら
れ
た
こ
と
で
、
普
通
の
観
光
客
よ
り

も
少
し
地
域
に
溶
け
込
め
た
気
が
し
て
、
温

か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
地

域
の
人
に
会
い
に
行
く
こ
と
が
棚
田
旅
の
目

的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
自
分
が
そ
こ

で
暮
ら
す
と
な
る
と
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

お
金
を
払
っ
て
の
観
光
や
大
学
の
実
習
と
は

違
う
、
特
別
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

私
は
こ
の
春
か
ら
ゼ
ネ
コ
ン
の
老
人
ホ
ー

ム
部
門
で
働
き
ま
す
。
分
野
は
違
い
ま
す
が
、

棚
田
で
の
経
験
が
生
き
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
私
が
定
年
す
る
40
年
後
、
棚
田
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
⋮
。
き
っ
と
＂
日
本
人
の
心

の
故
郷
＂
と
し
て
、
日
本
の
未
来
を
導
い
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

 

悩
ん
だ
ら
棚
田
へ
！
棚
田
は
今
後
も
私
の
心

の
支
え
で
す
。
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河野 豊 こうの ゆたか

写真・文  河野 豊

　2010年ごろ迄は地元の人たちにもあまり知られてなく、ごく一部の写

真愛好家が知っている程度だった。 知る人が知るまさに「天空の隠れ

里」で道も狭く険しい道が続いている。

　2013年4月、第一回写真展「棚田に生きる」開催以降、地域内外の人

たちから知られるようになり、保存会発足、連絡所設立、収穫祭開催等広

く活動を展開している。

　標高500メートル、10数人の小さな集落（樫谷）に3年前（2014年）

都会に住む息子、娘さんに長男が誕生。 200枚近くの棚田が広がる

中、鯉のぼりが元気よく泳ぐ姿に勇気をもらう。

　棚田に携わっている方々は高齢化し「限界集落」という中で厳しい作

業が行われ、各地から急激に姿を消しつつある。 今、自分たちが手にし

ている宝を知り、維持する苦悩でなく「活かす希望」を考えれば、そこに

新たな道が開けるのではないだろうか・・・。

愛
媛
県
大
洲
市

樫
谷
の
棚
田

1947年　愛媛県西予市野村町生まれ。
2010年～2015年「棚田風景」「棚田に生きる」「棚田守り人」
をテーマにした写真展11回開催（愛媛県下にて）。愛媛県
下の棚田を中心に取材しながら保存活動及び活性化事業
に関わっている。
2010年『南伊予の地域遺産 棚田 ―写しだされた原風景
―』写真集出版
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1：稲作コース「田植え」／ 2：国際ボランティアも稲刈り手伝い／
3：耕作放棄地の管理作業（国際ワークキャンプ）／ 4：ボランティアによる石垣修復

　
山
村
塾
が
活
動
す
る
福
岡
県
八
女
市

黒
木
町
の
笠
原
地
区
は
、
八
女
茶
発
祥

6
0
0
年
の
歴
史
を
有
し
、
古
く
か
ら

茶
栽
培
に
取
り
組
む
な
ど
農
林
業
が
盛

ん
な
地
域
で
す
。
近
隣
に
は
棚
田
百
選
の

棚
田
で
有
名
な
星
野
村
（
広
内
・
上
原
）、

う
き
は
市
（
つ
づ
ら
）
が
あ
り
、
笠
原
地

区
も
同
様
に
谷
あ
い
に
沿
っ
て
美
し
い

棚
田
と
茶
畑
、
集
落
、
そ
し
て
山
々
の
風

景
が
続
き
ま
す
。

　
山
村
塾
は
、
都
市
と
農
山
村
が
一
体
と

な
り
、
棚
田
や
里
山
の
環
境
を
守
る
こ
と

を
目
指
し
て
平
成
6
年
か
ら
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
水
や
空
気
を
守
り
、
安

全
な
食
べ
物
を
育
む
農
山
村
の
自
然
を

守
る
に
は
、「
都
市
住
民
と
農
山
村
住
民

と
が
と
も
に
語
り
、
と
も
に
汗
を
流
し
、

と
も
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
稲
作
コ
ー

ス
担
当
の
椿
原
家
、
山
林
コ
ー
ス
担
当
の

宮
園
家
の
2
軒
の
農
家
が
受
け
入
れ
を

担
当
し
、
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
を
し
な
が

ら
活
動
の
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　
稲
作
コ
ー
ス
は
、
荒
廃
し
か
け
て
い
た

2
反
（
20
㌃
）
8
段
の
棚
田
を
借
り
受
け

て
、
合
鴨
農
法
に
よ
る
米
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
稲
の
種
ま
き
、
田
植

え
、
鴨
進
水
式
、
田
の
草
取
り
、
鴨
の
引

き
上
げ
、
稲
刈
り
、
鴨
さ
ば
き
、
収
穫
祭

と
米
づ
く
り
の
一
年
を
体
験
し
ま
す
。
山

林
コ
ー
ス
は
、
平
成
3
年
の
台
風
に
よ
っ

て
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林

に
広
葉
樹
を
育
て
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物

が
住
む
森
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
1
9
9
7
年
に
は
、
稲
作
担
当
の

椿
原
家
に
よ
っ
て
農
林
業
体
験
交
流
施

設
「
四
季
菜
館
」
が
建
設
さ
れ
、
こ
こ
を

拠
点
に
、
合
宿
型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
現
在
は
、
木
造
の
小
学
校
校
舎
跡

地
を
活
用
し
た
交
流
施
設
「
え
が
お
の

森
」
に
事
務
所
を
置
き
、
こ
こ
を
拠
点
に

10
日
か
ら
80
日
間
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
5
年
度

は
年
間
2
0
0
日
間
で
56
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
棚
田
保
全
や
森
林
保

全
、
地
域
農
家
の
農
作
業
手
伝
い
、
地
域

の
お
祭
り
の
手
伝
い
な
ど
に
汗
を
流
し

2
軒
の
農
家
か
ら
は
じ
ま
っ
た

山
村
塾
の
取
り
組
み

福
岡
県
八や

　め女
市
黒
木
町
笠
原
地
区

2

1

3 4
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豪雨時の棚田。ナイアガラの滝のように

笠原棚田米
サポーター募集チラシ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
25
の
国
と
地
域
か

ら
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
お

り
、
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
地
域
の
方
々

も
今
で
は
楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
す
。

九
州
北
部
豪
雨
災
害
と
笠
原
棚

田
米「
五
年
間
買
う
ぞ
！
」宣
言

　
平
成
24
年
7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
災

害
に
よ
り
当
地
区
は
、
河
川
や
道
路
、
家

屋
、
農
林
地
等
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
や
農
地
の
ダ

メ
ー
ジ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
一
時
は

集
落
の
維
持
が
困
難
に
な
る
の
で
は
と

心
配
し
ま
し
た
。
山
村
塾
で
は
災
害
直
後

か
ら
笠
原
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
題
し
、

避
難
所
の
運
営
や
募
金
活
動
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
2
年
間
で
延
べ
3
5
0
0

名
）
を
実
施
し
、
農
林
地
の
復
旧
に
取
り

組
み
、
災
害
復
興
の
お
手
伝
い
を
継
続
し

て
き
ま
し
た
。
過
疎
高
齢
化
が
進
行
す
る

山
間
部
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の

方
々
か
ら
支
援
が
集
ま
っ
た
の
も
、
こ

れ
ま
で
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
た
汗
を
流
す
現
場
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
て
き
た
か
ら
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
行
政
に

も
頼
る
こ
と
な
く
、
た
だ
荒
廃
し
て
い
く

棚
田
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
棚
田
の
耕

作
者
の
多
く
は
、
高
齢
で
あ
り
、
災
害
を

き
っ
か
け
に
農
業
を
リ
タ
イ
ア
し
、
村
を

離
れ
る
決
断
を
さ
れ
る
こ
と
を
止
め
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
山
村
塾
で
は
、
美
し
い
棚
田

の
風
景
を
守
り
育
み
、
棚
田
で
の
米
づ

く
り
を
次
世
代
が
担
う
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成
25
年
か

ら
「
笠
原
棚
田
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
、「
5
年
間
買
う
ぞ
！
」
の
口
約
束
を

し
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
1
0
0
名

（
1
0
0
俵
）
募
集
し
、
一
口
4
万
5
千

円
／
年
で
棚
田
米
60
キ
ロ
を
毎
月
5
キ

ロ
ず
つ
精
米
し
て
届
け
る
仕
組
み
で
す
。

笠原棚田
福岡県・八女市

797 

442 

442 

四季菜館 

八女IC 

九
州
自
動
車
道

八女上陽GC 

黒木バス停 
442 え

が
お
の
森黒

木
中
学
校

黒
木
の
大
藤

■ 棚田へのアクセス
【公共交通】	 ＪＲ鹿児島本線・羽犬塚駅より堀川

バス「黒木矢部」行きに乗り、バス停
「黒木」で下車。バスの所要時間は
約50分。さらに棚田までは徒歩、「黒
木の大藤」から県道797号に入り2㎞
の交流施設「四季菜館」が目標。

【自	動	車】	 九州自動車道・八女IC	より国道442	
号を東へ、「黒木の大藤」を左折、
鳥居をくぐり県道797号に入り２㎞の
「四季菜館」を目指す。（八女ICよ
り19㎞約30分）

■ お問い合わせ
NPO法人	山村塾
〒834-1222
福岡県八女市黒木町笠原9836-1	えがおの森
メール	：	info@sansonjuku.com
山村塾HP		http://sansonjuku.com

生
産
農
家
に
は
60
キ
ロ
3
万
円
の
米
代

が
支
払
わ
れ
、
残
り
の
1
万
5
千
円
が
送

料
と
諸
経
費
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
初
年

度
か
ら
目
標
の
1
0
0
俵
の
申
込
み
を

受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
9
軒
の
農
家

が
参
加
、
今
年
は
4
年
目
を
迎
え
ま
す
。

「
5
年
間
買
う
ぞ
！
」
の
口
約
束
に
よ
り
、

農
家
は
安
心
し
て
農
地
復
旧
や
機
材
整

備
な
ど
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
減
農
薬
・
無
農
薬
と
い
っ
た
安
心

安
全
な
特
別
栽
培
米
へ
の
移
行
を
目
指

す
な
ど
、
棚
田
米
の
品
質
向
上
を
目
指

し
、
持
続
的
な
取
り
組
み
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
良
い
も
の
に
対
価
を
支
払
う
関
係
性

だ
け
で
は
、
お
金
が
あ
る
人
に
限
ら
れ
て

2

1

し
ま
い
が
ち
で
す
。「
う
ち
の
安
全
な
棚

田
米
は
、
5
年
間
買
う
と
宣
言
し
な
け

れ
ば
購
入
で
き
ま
せ
ん
。」
と
い
う
よ
う

に
、
継
続
し
た
信
頼
の
あ
る
関
係
性
を
築

い
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
や
り
ま
し
ょ

う
！
「
5
年
間
買
う
ぞ
！
宣
言
ク
ラ
ブ
」。

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

山
村
塾

事
務
局
長
　
小
森
耕
太
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棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

か
つ
ど
う
ノ
ー
ト

まちの先生見本市

　子ども達の環境学習イベントが新宿区立・鶴巻

小学校で開かれました。 区内外のＮＰＯや企業・

団体など約50団体が出展。体育館や教室のブー

スで様々な体験学習などが繰り広げられました。

　棚田ネットワークのブースは、紙芝居「お米の

できるまで」と「脱穀」体験でした。 子どもたちは

棚田でのお米作りを学んだあと実際に稲穂を手

に、スタッフ手作りの“こき竹”で脱穀作業を体験

しました。 小気味よく籾が外れて子供たちに大

人気、お母さん達も手作業の脱穀は初めての方

が多く、親子で楽しんでもらいました。

   2016年1月30日 報告  上久保郁夫

「旧暦のリズムで棚田を味わう」
セミナー開催

   2016年2月9日 報告  内田千鶴

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
棚
田
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
や
事
務

局
の
こ
と
な
ど
を
幅
広
く
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。

　旧正月を迎えたばかりの2月9日（火）、「旧暦

のリズムで棚田を味わう」セミナーが東京・青山

のGEOCセミナー室にて開かれました。講師は

「旧暦棚田ごよみ」の写真家としてもお馴染みの

青柳健二氏。二十四節気に沿った各地の棚田の

移ろいや農民の営みが、美しい写真と共に活き

活きと紹介され、休憩時間にはお楽しみの「棚

田米試食会」。静岡県石部棚田の体験田で穫れ

た炊き立てのおむすびは、参加者の皆さんにも

大変好評でした！

スタッフの

つ・ぶ・や・き

今回のつぶやき人

事務局長

高桑 智雄

＜100号記念＞

　棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
が
20
年
続
き
、
そ
し
て
会
報
が
1
0
0
号
に
達
し
た
こ

と
は
、
ひ
と
え
に
支
え
て
く
れ
る
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
棚
田
に
情
熱
を
燃
や
す
関
係

者
の
皆
様
の
お
陰
で
す
。
こ
の
場
を
か
り
て
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
が
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
局
に
入
っ
た
の
が
2
0
0
5
年
。
当
時
、
自
然
食

品
の
会
社
を
退
職
し
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
仕
事
を
家
で
ば
か
り
し
て
い
た
の
で
、
縁

あ
っ
て
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
新
宿
の
N
P
O
に
週
2
、
3
回
通
う
の
も
気
分
転
換
に
な

る
か
な
と
、
あ
ま
り
に
も
安
易
な
理
由
で
始
め
た
パ
ー
ト
的
事
務
局
の
お
手
伝
い
。
棚

田
に
さ
し
て
強
い
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
最
初
は
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
黙
っ
て

コ
ツ
コ
ツ
と
こ
な
す
だ
け
の
一
ス
タ
ッ
フ
で
し
た
。

　そ
れ
が
10
年
経
っ
て
、
今
や
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、
月
に
1
回
西
伊
豆

の
石
部
棚
田
に
作
業
に
通
い
、
挙
げ
句
の
果
て
に
は
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
伝
統
あ
る

事
務
局
長
と
い
う
役
職
ま
で
付
い
て
い
る
な
ど
、
誰
が
想
像
で
き
た
で
し
ょ
う
。

　私
が
棚
田
に
対
し
て
目
の
色
が
変
わ
り
だ
し
た
の
は
、
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
担
当
す
る
機
会
を
得
た
時
で
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
そ
し
て
伝
統
性
、
希
少
性
、
ロ
ー
カ
ル
性
な

ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
配
信
す
る
に
当
た
っ
て
の
総
合
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
力
が
半
端
じ
ゃ

な
い
。
こ
れ
は
タ
ダ
ご
と
じ
ゃ
な
い
と
気
づ
き
は
じ
め
て
か
ら
は
、
鳴
門
の
渦
に
吸
い
込

ま
れ
る
か
の
よ
う
に
棚
田
の
魅
力
に
お
ぼ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　気
が
つ
け
ば
10
年
、
棚
田
を
通
じ
て
出
会
っ
た
全
国
の
仲
間
は
、
今
で
は
私
の
人
生

に
お
い
て
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
棚
田
の
現
状
は
ま
す

ま
す
困
難
を
迎
え
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
。
棚
田
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
？ 

こ

れ
か
ら
の
10
年
を
見
据
え
て
、
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
共
に
行
動
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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川代棚田でお米づくり
千葉県鴨川市

石部棚田で昔ながらの米づくり
静岡県松崎町

棚田ビオトープ プロジェクト
岐阜県恵那市

棚田でのお米づくり
体験プログラム

「かえるの卵を探そう！」開催

第1回「畔切り・蓑口づくり」、第2回「畦付け・畦塗り」

Project Report
プロジェクトレポート

　春の水溜りに卵を産むヤマアカガエルの卵塊を探す「第９回かえるの卵を
探そう！」が３月20日（日祝）に開催されました。今年は参加者が多く18名。
例年通り親子で参加が多かったのですが、名古屋や恵那から生物に興味のあ
る参加者もいました。坂折棚田やヤマアカガエルの説明の後、早速、調査を
開始しました。早春の青空の中、坂折棚田を回り、今年は13ヶ所90卵塊（４
月２日の追調査を含む）が見つかりました。キジやウグイスの鳴き声の他、
ヤマアカガエルの「ヒュルロロー」（と私には聞こえる）と優しい鳴き声を聞
くことができました。
　都市農村交流施設「棚田なごみの家」が３月に落成し、坂折棚田の保全も
新しいフェーズに入ったと感じます。今年の田植えは５月25日（水）、夏休
みこどもビオトープ観察会は8月6日（土）、稲刈りは9月下旬を予定していま
す。よろしくお願いします。
	 （相田		明）

　今年で5年目をむかえた「昔ながらのお米づくり体験」が
スタートし、3月26、27日に第1回「畦切り・蓑口づくり」
の作業を参加者9名で行いました。毎年3月初旬に行ってき
ましたが、折角作った蓑口がいつも猿のいたずら（藁に残
るお米を食べるために引っ張ってしまう）で破壊されてし
まうので、今年は実験的に3月下旬にしてみたら、見事すべ
ての蓑口が無事でした！	少し温かくなって山に食べ物が出
てくるのと、棚田に行き交う人が多くなるのが理由かもし
れません。地元の人にも「蓑口うまくなったね！」と声をか
けられるようになりました。4月30日、5月1日に第2回「畦
付け・畦塗り」の作業を参加者10名で行い今年も田植えの
準備が整いました。田植えは5月21、22日。次回、草刈り・
草取り作業を7月2、3日に予定しております！（高桑	智雄）

　川代棚田でのお米づくり体験プログラムも2年目。都心からわずか2時間と
いう棚田での体験プログラムです。自分で田植えをし、刈りとったお米は美
味しいと評判です。あなたも、自分で植えたお米を食べてみませんか。
　今年も、マイクロバスによる5月7日（土）の田植え体験、8月28日（日）
の稲刈り体験を中心に、地元川代集落のご協力を得ながら取り組みます。また、
川代集落では、棚田オーナー制度も取り組んでおり、現地集合となりますが、
草刈や脱穀等の作業についても参加していき、集落の人と顔と顔の付き合い
ができるよう目指します。
　鴨川市は、棚田だけでなく、海の幸や山の幸、温泉と見どころいっぱいの
エリア。皆さまからの情報や要望を取り入れながら、棚田の保全活動に多く
の皆さまに気軽に楽しく参加していただけるよう充実した体験プログラムに
していきます。そしてこのプログラムが全国の棚田への関心の第一歩へとつ
ながればうれしいです。	 （杉山		行男）
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Plenus “Kokoro” Academy Research into Japan’s Food Culture

kokoro-academy.com

日 本 の 食 文 化 の 素 晴 ら し さ を 世 界 へ

一般社団法人 Plenus 日本の心研究所 東京都中央区日本橋茅場町 1-7-1 日本橋弥生ビルディング 7 階

日本には“瑞穂の国”という美称があります。 みずみずしい稲穂が垂れる国という意味で、
四季折々の野と山の幸、海の幸に恵まれ、日本の食文化は生まれました。

現在も変わらない価値や日本人の知恵を過去の歴史から学ぶこと、そして現在の食を見つめ、
日本を起点とする食文化の未来を築いていくこと。Plenus 日本の心研究所は、食への総合
文化的な視点をもちながら、日本から世界に届ける食文化の礎となるものを築いてまいります。

〒103-0025

会員に
なると！

年会費

○個人会員

○法人会員
１口3 万円（１口以上）

私たちの活動にご支援・ご協力をいただ
ける、企業、団体、事業主さまを募集して
います。 詳細はお問い合わせください。

棚田ネットワークは「棚田の保全に
協力したい！」という会員によって自
主的に運営されているNPOです。
消えゆく美しい“棚田”をどのように
保全していくことができるのでしょ
う？ 一緒に考えませんか？ ぜひ、私
たちと棚田の応援団になりましょう！

会報誌「棚田に吹く風」（年4回）やイベン
ト案内お届けの他、棚田ネットワークが主
催する各プロジェクト（イベント）への参加
や、スタッフとしての活動もできます。

法人会員を募集しています！

維持会員 １口１万円（１口以上）
一般会員 4,０００円
応援会員 3,０００円
学生会員 ２,０００円

この上のスペース（ページ上1/2サイ
ズ）は法人会員さまのPRスペースとし
て広告や広報にご利用いただけます。  

（詳細はお問い合わせください）

年会費

たちとたちとたちと棚田の応援団棚田の応援団棚田の応援団になりましょう！になりましょう！になりましょう！ 応援会員 3,０００円応援会員 3,０００円応援会員 3,０００円
学生会員 ２,０００円学生会員 ２,０００円学生会員 ２,０００円学生会員 ２,０００円

て広告や広報にご利用いただけます。  
（詳細はお問い合わせください）

〒160-0023
東京都新宿区西新宿 7-18-16トーシンハイム704 号
Tel / Fax 03-5386-4001
e-mail： info@tanada.or.jp　URL： www.tanada.or.jp
郵便振替口座：00100-7-151565

編
集
部
か
ら

　
静
岡
県
三
島
市
の
市
立
中
学

校
の
依
頼
で
、
中
学
2
年
の
全

生
徒
1
7
0
名
の
前
で
棚
田
の

出
張
授
業
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
授
業
を
す
る
に
あ

た
っ
て
と
て
も
迷
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
子
供
向
け
に
し
て
よ
い

の
か
、
大
人
向
け
に
し
て
よ
い
の

か
全
く
わ
か
ら
な
い
。
中
二
っ
て

ま
さ
に
子
供
と
大
人
が
せ
め
ぎ

あ
う
年
頃
で
す
。
こ
の
ど
っ
ち
つ

か
ず
の
中
間
領
域
を
大
和
言
葉

で
は
「
あ
わ
い
」
と
い
い
、
日

本
人
の
独
特
な
感
性
と
し
て
大

切
に
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
棚
田

も
あ
る
意
味
、
自
然
と
人
間
が

せ
め
ぎ
あ
う
曖
昧
な
領
域
と
い

え
ま
す
。
同
じ
「
あ
わ
い
」
の

存
在
で
あ
る
中
学
生
と
棚
田
。

果
た
し
て
親
和
性
が
生
ま
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
？ 

い
や
し
か
し
、

そ
の
答
え
も
ま
た
「
あ
わ
い
」

と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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静
岡
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三
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市
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静
岡
県
三
島
市
の
市
立
中
学
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［今回の表紙］稲刈り後のハザの前で（新潟県松之山町・当時）

http://www.tanada.or.jp

棚田ネットのWebサイト
リニューアルしました！

ホームページのここを見て！ホームページのここを見て！

法人会員紹介 ：一般社団法人 Plenus 日本の心研究所


